























has	been	gradually	 increased.	Furthermore,	 the	activity	of	 the	council	has	been	
recognized	outside	Aomori	prefecture,	the	council	includes	10	high	schools	in	2012.










































度から平成 23 年度までの 8年間で約 400 名が
技能検定試験に挑戦しており、平均すると毎年
50 ～ 60 名の学生が受験している。
　平成 16 年度卒業生は全 87 名のうち 16 名の
学生が受験し、受験率 18.4％であったのに対し、










合格率は、平成 16 年度（初年度）が 0％だっ
























































































　開催日時：7月 12 日㈫ 11：00 ～ 12：00
















　開催日時：7月 22 日㈮ 9：00 ～ 10：00
　参加人数：1名参加
　開催場所：工作技術センター
３）2級試験の対応（試験日平成 24 年 2 月 5 日）
　写真 5に 2級講習会の様子を示す。
⑴ 1回目の開催















































　開催日時：1月 18 日㈬ 8：50 ～ 10：15
　参加人数：25 名参加



































り、翌年平成 17 年度に県内工業高校で 11 名が










































成 21 年 5 月の第 2回連絡協議会開催時には「機
械系資格にかかわる企業アンケート」を実施す

















名古屋大学）、平成	22 年	8 月に同・第 58 回年

































　写真 10 に平成 18 年度講習会参加の様子を、
写真 11 に平成 22 年度の参加の様子を、平成
24 年度の参加の様子を示す。
4.1.2???????????????













　　試験実技及び学科試験の指導（7 月 22 日
　　に試験）写真 10　平成 18 年度に参加した工大一生徒 2名
写真 11　平成 22 年度に参加した工大一生徒 2名































































































































































　　　平成 24 年 7 月 30 日実施
　　②青森県立南部工業高校　
　　　平成 24 年 7 月 14 日実施
　　③八戸工業大学　

















平成 23 年度の統計では、青森県で 300 名程、
岩手県・宮城県ではそれぞれ 250 名程の受験者
がおり、徐々に広まりつつある。
















































　　「 第	58 回 年 次 大 会 」（ 平 成 22 年 度 ）
pp.500-501
　　機械系学生資格取得支援に関わる高大連携
（第 4報）
— 147 —
工作技術センターの国家資格取得支援活動—	学生の技能検定資格取得支援と高大連携の拡大	—（黒滝・玉川・三上・日影・大黒・齋藤）
要　旨	
　工作技術センターでは、平成 16 年度から厚生労働省所管の技能検定試験を対象に、
学生のための実技実習を含む資格支援講座を開催している。講師はセンター職員が務
め、毎年教材の充実を図るとともに、教授法に改良を重ね、資格取得支援体制を整え
てきた。同時に高校との連携も進め、本学と県内全ての工業高校 8校とが連携した「青
森県機械系学生資格取得支援連絡協議会」を設立し、県内学生・生徒のための資格取
得支援体制を確立・強化することによって、資格取得者の大幅増に結び付いている。
さらに、県外にも連携の輪を広げ、現在までに連携・協力を行った県外高校は 10 校
に上り、継続的に活動している。
キーワード : 技能検定試験，資格取得支援，高大連携

